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地元支援・地元交流活動報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【同窓会活動の一環として、地元支援や交流活動を行いましたので、以下報告致します。】 

① 筑後市ふるさと応援団総会開催 （会場提供・司会者・イベントの歌唱は八女高同窓生、受付の

手伝いや大勢の同窓生の参加で会を盛上げました） 

令和２年２月１５日㊏１１：３０～１４：００ タマホーム本社会議室で開催。 

来賓を含め 80名の出席者がありました。西田筑後市長の挨拶では、 

近隣の市町村では唯一転入者が増え、出生率も全国平均を上回り、 

市制施行以来人口は最多の 49,513人になったこと。来賓の藤丸 

代議士からは国道 3号線・209号線のバイパスが計画されている話。 

柳川市出身の琴奨菊関（特大の椅子が準備されました。）や俳優の 

田中健さんも出席してくださり「ふるさとの皆さんからの応援がとても 

ありがたく、大きな力になっている。」との話がありました。 

また、オペラ歌手牧野庸子さん（27回生）の素敵な歌声に酔いしれ 

たり、色々な地元商品が当たる福引大会では懐かしい物や東京では 

手に入りにくい品が当たって大喜び。お土産は JAふくおか八女から 

ご寄付いただいた「あまおう２パック」。この会を盛り上げようとする 

出席者の郷土愛に包まれ、「ふるさとって良いなぁ～」と思われた時間 

でした。来年もまた お会いしましょう。 

尚、総会開催前に役員会が開かれ、事業報告・計画や収支決算・予算 

の議決の他、令和２年度の目標が下記２項目設定されたことを開会の挨拶時に発表されました。 

《目標①組織拡大に向けて新規会員を増やす。目標②それぞれの立場でふるさと筑後市に貢献する。》 

② 福岡県人会同窓会運営役員交流会 

令和２年２月１日㊏１６：００～１９：００、千代田区丸の内の「日本倶楽部」にて、県人会大須賀会長始め

8名と、福岡県内 32高校の同窓会役員・同窓会協力委員 70名が参会し、交流を深めました。 

第一部のセミナーでは、代表六校のパネラーと明善高校の進行で、 

『しっとうね！うちの同窓会〇〇〇たい！』のテーマで、同窓会の 

活性化対策や若手対策など披露されパネルディスカッションが行われ 

ました。各校とも同窓会運営に対する同様な悩みを抱え、その解消に 

向けて努力されている事が理解できました。 

 

 

 

 


